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ぬまた農縁第1回を開催しました！

ぬまた農縁第2回のご案内

女性農業委員と
事務局職員は
お揃いのエプロン
で活動！

未来のために、話し合おう！ 「地域農業の未来を考える会」日程

①池田地区 ８月２２日(木) 午後６時～
池田地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ２階（発知新田町530-3）

②沼田地区 ９月１０日(火) 午後６時～
沼田市保健福祉ｾﾝﾀｰ１階（東原新町1801-72）

③白沢地区 ９月１３日(金) 午後６時～
白沢地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ３階
（白沢町平出135-1 旧白沢支所）

④利南地区 ９月１９日(木) 午後６時～
沼田市保健福祉ｾﾝﾀｰ１階（東原新町1801-72）

※ 薄根･川田･利根地区は１０月を予定

ご参加ください☆

皆様の大切な農地・人・地域農業の未来を考える
ための話し合いを行います。
皆様の思いをどんどん語り合いましょう！

左のQRコードから申込できます。
https://logoform.jp/f/3SwJu
お問い合わせ先
・沼田市農林課農業振興係
・沼田市農業委員会事務局

電話:0278-23-2111

10年後に目指すべき将来の農地利用の姿を明確にする
「地域計画」とアンケート結果を地図に落とし込んだ
「目標地図」の策定を進めるにあたり、農業に携わる
方や農地を保有している方などを対象に話し合いを行
います。

6月15日(土)に、「ぬまた農縁第１回」を開催いたしました。
農業委員の畑でさつまいも植え体験をしたり、南郷の曲屋
でそば打ち体験を行い、参加者たちは、互いに協力しながら
作業をしました。昼食のそばを食べた後には、南郷の曲屋の
足湯にアイスを食べながら入りました。
運営として参加をしましたが、自然を肌に感じながら、
参加者や曲屋の方々と接していく中で、「自然や作物のあり
がたさや人との繋がりの大切さ」を改めて感じました。
次回のご参加もお待ちしております！

○日時：１０月５日(土)
○時間：１０：００～１３：３０
○体験内容
芋掘り・芋つるでリース作り

○参加費：2,500円～3,000円
○参加者：農業に従事、または農業に

興味のある独身の男性・女性
(20代～50代)
各１０名程度

※定員になり次第、募集を中止します。

申込QRコード

○お問い合わせ先
群馬県沼田市下之町888番地
沼田市農業委員会
電話：0278-23-2111

(内線：5018)
誰とでも話しやすく、
交流や体験ができて
とても楽しかった！

参加者の感想

１日のうちに色々な
ことが体験できて
良かったです！

次回も参加したいと
思いました！

ゆったりと時間が流れ
ているような、、、
有意義な時間でした！

楽しい時間を過ごす
ことができました！ 婚活目的以外でも

楽しいイベントでした！

芋植えの様子 そば打ちの様子

申込URL
https://logoform.jp/form/tauE/506722

https://logoform.jp/form/tauE/506722


農縁だより 第７号

農業委員からのワンポイントアドバイス
STOP!農作業事故---Part２

害虫防除、除草などに使う、「動力噴霧機」
についてご紹介します。正しい使用で楽しく
収穫しましょう。(農業委員 富沢 誠司)

○「背負い動力噴霧機」の場合
注意する点は、①燃料 ②薬剤の取り扱い ③部品の点検 についてです。

①燃料の準備(ガソリンで動かすタイプ)
２サイクルエンジン式の噴霧機を使用する際には、
「２サイクルオイル」という、専用の混合燃料を使います。
この燃料を、正しく使用しないと、故障の原因になります。

(１)間違えてガソリンを入れると、、、焼き付き･不動
(２)混合比率を間違えると、、、オイルが少ないと焼き付き･不動

オイルが多いと煙が発生する
(３)長い間燃料を入れ替えずに保管していた場合は、新しい燃料
に変える。

専用のオイルを使用し、正しい割合で使用すること！

③部品の点検
部品の点検を怠ると、機械の故障につながります。

(１)プラグにオイルが残っていると始動困難になる。火力を上げて
エンジンをかけ、汚れを燃やし切る。

(２)ホースはトラブルの多い箇所。ホースの接続部を締め直すなど
の点検する。

(３)肩掛け噴霧機の場合は、パッキン類が弱いので、定期的に
交換をする。

(４)使い終わったら、５分ほど清水洗浄をする。
洗った部品の水抜きも忘れずに。

日頃の点検を心がけて、大切に扱いましょう！

②薬剤の取り扱い
薬剤を正しく使用・散布できないと、効果があまり期待でき
なかったり、自身が薬を浴びてしまったりして大変危険です。
また、他の人や土地･建物に薬をかけてしまう可能性もあります。

(１)散布する薬品の希釈倍率を確認し、必ず守る。
(２)風向きなどを確認して散布する。
(３)樹木などの高い位置に散布する場合は、自身に薬がかかり
やすいので注意する。

(４)体に負担のない量をタンクに入れる。
(５)液漏れに注意する。(散布液は使い切る)

まずは、自分に薬がかからないよう注意して安全に作業を！

なるほどね！！

混合燃料＝噴霧機用に、ガソリンを燃え
にくくするために、ガソリンに専用の
オイルを混ぜたものです。

ランクアップメモ

風向きなどで、薬の散布位置がずれ
てしまうことを「ドリフト」と言います。
「ゴーグルやマスク」を着けて、作業
をするとより安全です。

散布ノズルにカバーを付けるのも
おすすめ！

なるほどね！！

プラグ＝ガソリンに火を付け、
エンジンをかける部分です。
プラグに燃えカス･炭･オイルなど
汚れが付着すると、火花が出ず、
エンジンがかかりにくくなります。

なるほどね！！

ポンプとノズルを繋ぐ部分です。
接続部が緩んでいると、背中側で
液漏れを起こします。

ランクアップメモ
タンクの目盛りを使うと
正確に計ることができま
す。

「プラグ」
火花が出る部分
ここに汚れが
溜まりやすい
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リレートーク５人目は、小林秀一さんです。
白沢町高平で、「さかうえフルーツ農園」を
営んでいます。

大切な家族と農業のために

白沢町高平で、りんごを主にブルーベリー･プルーン･洋梨などを生産販売しています。

梅干しなど加工品も製造販売しています。

農業委員の仕事は、地域の農業の発展や農業者の支援を促進するために様々な活動を行うことです。
そのうちの１つ「ぬまた農縁」に今年から関わらさせていただいています。
沼田市の独身農業男性・女性、農業に興味のある方は、ぜひ「ぬまた農縁」に参加してください。忙しい方は
農業に特化した婚活アプリをおすすめします。日本農業新聞でも取り上げられた「あぐりマッチ」や「Raitai」
などがあります。もちろん婚活･結婚は個人の自由です。 (農業委員 小林 秀一)

皆さんは、「家族経営協定」を知ってしますか？
農縁だよりでは何度かご紹介していますが、改めて皆さんに制度を知っていただきたく思い、掲載いたします。

日本では、家族単位で農業を営む形(家族経営)が主流となっています。家族だからこその信頼関係やスムー
ズなコミュニケーションなどのメリットがありますが、その反面、仕事と私生活の境目が曖昧になりやすいです。
「役割分担」・「労働時間」・「労働報酬」などの労働条件がはっきり決まっていないという状況での経営に、不満
やストレスが生まれてしまいます。

「家族経営協定」の出番となります。家族経営協定の締結をきっかけに、家族間で十分に話し合うことが大切
です。

そこで！

家族経営は、誰か1人が得をしているような状況では成り立ちません。経営に関わる人全員にとって、
「やりがいと魅力」のある農業経営にするために、「家族経営協定」を結びませんか？

家族経営協定の結び方

①まずは現状を見つめ直す
家族みんなで、経営や暮らしを

見つめ直します。
家族の労働条件･生活条件の課題や
改善点を明らかにしましょう。

②対応策を考える
家族みんなの就業意欲の向上や

経営内での立場を明確にするため
の対応を考えます。また、今後の
経営目標･方針についても話し合
いましょう。

③協定書に各人が調印する
話し合いを基に、経営や暮らし

に合った協定書を作成しましょう。
第三者の立会人がいると、当事者1
人ひとりの意識を高めることがで
きます。

④協定内容の点検･充実を図る
締結後は、実施状況に合わせて

協定内容を見直しましょう。絶え
ず経営や暮らしの充実を図ること
が大切です。



農業委員会からのお知らせ

編集後記

「⑤秋の果樹の被害と電気柵」

こんにちは。私は野生動物による被害対策の仕事をしている「株式会社群馬野生動物事務所」の春山明子です。
今回は、秋の果樹の被害対策と電気柵の効果についてまとめてみました。

沼田市は県内有数のリンゴの産地で、最近では市外の道の駅やスーパーでも見かけるほどです。品種が多い
リンゴは、収穫期が長いため、被害も多く報告されています。令和元年度におけるリンゴの実の被害による市役
所への通報は２０件、令和２年度は３７件でした。これは、クマの大量出没が影響していました。その後は、加害動
物に合わせた適切な対策を農家の皆さんが実践できたため、被害は年々減少傾向にあり、令和５年度の通報は
７件でした。しかし、その被害の全てがクマによるものであり、まだまだ被害対策の普及が不足していることを
実感しています。
昨年度に、被害があったリンゴ畑のうち３件は、電気柵を設置していましたが、ワイヤーの間隔が広く、草など
で漏電し電圧が低くなっており、電気柵の効果が低下していました。中には、「去年は被害がなかったから」と、
電気柵を設置していなかった畑もありました。

先日、集落で共同電気柵を設置しているブドウ農家から「畑のブドウをハクビシン
に食べられた。」と連絡がありました。しかしすぐに「電気柵を点検したら、1カ所
地面にワイヤーがついて漏電していたので、直した。」と連絡がありました。
その後は被害がないそうで、これは電気柵の効果を知っている農家の自助努力に
よる被害防除の成功事例と言えます。

ワイヤーの高さは出没している獣種によって変える必要があります。クマは４段・シカは５段・イノシシは６段とし、
２０㎝ごとにワイヤーを設置します。中型動物は、地面から７㎝～１０㎝間隔でワイヤーを設置します。電気柵は、
除草管理に手間がかかるイメージがありますが、秋は草の生育が夏よりも遅くなるため、夏場は最下段のワイ
ヤーを少し上にあげておき、秋になってから適切に修正される方もいらっしゃいます。
令和３年度以降は、山の秋の実りが良く、クマによる果樹の被害は減少しています。
そのため、電気柵を設置していない果樹園も見受けられます。しかし、一度被害が
発生すれば野生動物の癖になることや周辺の畑にも被害が及ぶこと、場合によっては
人身事故に繋がることもあります。果樹に限らず、また専業に限らず、秋の実りを前に、
もう一度電気柵の点検をお願いいたします。

こんにちは！農縁だよりの編集を担当している、石坂です。
暑い日が続き、農作物もたくさん採れる季節になってきました。食べることが大好きな
私にとっては嬉しい時期です。ただ、私は暑さには弱く、夏バテ･熱中症にならないよう
気をつけています。毎年お世話になるのが「夏野菜」です。実家が兼業農家のため、農作
業の経験もありますが、この時期の作業は本当に大変ですよね。美味しい作物を作って
くださる農家さんには感謝の気持ちでいっぱいです。
暑い時期が続きますが、皆さんもお体には気をつけてお過ごしください。

農業委員会事務局 石坂 万陽

【農地の安心な貸借のため、利用権設定をしませんか？】
○利用権設定の更新時期が近づいています！

農地を耕作目的で貸借権の設定を行う場合には、農地法第３条許可ではなく、農業経営基盤強化法に基づく
「利用権設定」で貸借契約を結ぶことができます。
現在「利用権設定」している方で令和6年１２月２４日に終期を迎える方には、地元農地利用最適化推進委員

から更新（再設定）を希望されるか確認させていただきますので、ぜひ再設定をお願いいたします。
なお、更新（再設定）を希望される方は、下記期日までに「利用権設定用紙」を推進委員へご提出ください。
＜提出期限：令和６年１０月３１日(木)＞

お問い合わせ先：沼田市農業委員会事務局
電話：０２７８－２３－２１１１

(内線：５０１８/５０１９)

基盤強化法に基づく利用権設定（基盤強化法第20条）は、
契約書の作成や農地法の許可が不要であること、また契約
期間終了後に確実に農地が返還されるため、農地の出し手
・受け手に安心感を与えるメリットがあります。


